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1. はじめに  

  大井川港は、大井川の左岸を掘り込んで築造した〝掘り込み港湾〟であり、当

初は骨材埠頭と最小限の防波堤から構成されていました。しかし、駿河湾に接し

ているため、海流による侵食と部分的な砂利の堆積も多く、定期的に堆積個所か

ら侵食個所へ養浜工事が行われてきました。今回の工事は飯淵海岸に堆積した砂

利を、侵食の著しい吉永海岸の岸壁前面に養浜する工事です。  

工事概要  

(1) 工  事  名：平成 28 年度 大井川港海岸養浜工事  

(2) 発  注  者：焼津市役所 担当課 大井川港管理事務所  

(3) 工事場所：焼津市飯淵地先ほか  

(4) 工   期：平成 28 年 11 月 25 日～平成 29 年 3 月 10 日  

(5) 工事内容：  養浜工事 掘削工 運搬工 養浜工 20,300m3       
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2.現場における問題  

 特記仕様書により現場着手は、別途工事、平成 28 年度大井川港航路回り込み  

土砂排除工事（第 2 期）の作業終了後に施工する様になっていた。年度末にかけ

て公共事業も過渡期となるため、綿密な打ち合わせと調整の後に工事着手日を定

める必要があった。  

  施工的に問題となるのは工事用重機及び土砂運搬用 10t ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸの確保でし

た。実施工程的には、10t ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸで 15 台 /日で 20 日間運搬する工程でした。  

  土砂は比重試験により求めた比重で換算して体積計算する事になっていたので

運搬前に比重試験を実施しておく必要がありました。また、ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙで全台数を

計測するため、計量時間の短縮も工夫が必要でした。  

  運搬経路においても、最短運搬路か発注者の指定運搬路で運搬するか協議の必

要がありました。さらに、掘削個所範囲及び養浜個所の盛土範囲が問題となりま

した。特に養浜個所については図面の予定個所を確認しましたが、比較的土砂が

堆積しており計画数量分が搬入出来るか現地での土量を調査する必要がありまし

た。                                
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3.問題における対策  

工事着手日については、すでに工事を施工している請負業者と役所監督員と立

会のもと、打合せを実施しました。現在の進捗状況と気象条件等を考慮して工事

完了予定日を試算した結果、12 月 20 日に完了する事が確認出来ました。しかし、

年末年始の公道の抑制期間が 12 月 20 日より 1 月 10 日までとなっていたので 1

月 11 日より運搬を開始することとしました。  

また、10t ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸの確保ですが、請負業者との綿密な打合せの結果、予定台

数の 10 台は確保できる事が分かりました。足りない台数についても、現在施工

中の運搬業者等に調整を依頼し、協議した結果 5 台は継続で運行してくれる事に

なり、予定の運搬台数は確保する事が出来ました。  

運搬数量は特記仕様書により土砂の比重試験により求めた値で決める事になっ

ていたので、運搬作業開始前に比重試験を行っておく必要がありました。重機・

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸのロスを考慮し運搬開始日、ﾀﾞﾝﾌﾟ稼働前、および 5000m3 毎に監督員

立会で比重試験を行いました。  

  ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ計量は室外用 IC ｶｰﾄﾞ読み取り器にて運転手が IC ｶｰﾄﾞをかざして行う

予定でしたが、計量室内の計量員にｶｰﾄﾞを持たせﾀﾞﾝﾌﾟがﾄﾗｯｸｽｹｰﾙに乗る前に車番

を確認し室内で操作し計量する事で計量の時間を短縮しました。  

  監督員と協議の結果、運搬経路は過去の運搬実績も考慮し、養浜工事で比較的

多く通行している運搬路としました。また、掘削個所及び養浜個所の範囲は掘削

個所については前工事個所での継続とし、養浜個所については現地測量の結果、

計画個所に養浜数量が搬入出来ないため、協議書を提出し発注者様と静岡河川事

務所様で協議して頂き養浜個所を決めました。  
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掘削・ﾀﾞﾝﾌﾟ積込状況         比重確認試験・計量桝 1.0×1.0×1.0     

                     

比重確認試験・重量確認       計量員・重量計測  

 

4．問題における対策結果  

 年度末に近い工事だったため、20,300m3 の土砂を運搬するためのﾀﾞﾝﾌﾟ車両数

の確保が最大の課題でしたが、迅速な運搬計画の立案及び下請業者さんの現場調

整により工程に沿った運搬車両台数が確保でき、工程内で掘削・運搬・養浜の施

工ができて大変良かったです。  

  ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ計量のﾛｽﾀｲﾑについては、車番を確認して計量員が行う事で操作ミス等

ﾛｽがなくなり計量もｽﾑｰｽﾞに行う事が出来工程に反映できて、良い結果となりまし

た。  

  運搬路に、ついては工事期間中において苦情もなく施工する事が出来ました。  

工事着手前に、運搬経路沿の住民及び企業関係者様に工事のお知らせを配布した

事も良かったと思います。また、埃対策として 1 日 2 回～3 回程度散水を行いま

した。掘削個所及び養浜個所においても事前協議を迅速に行った結果施工途中で

の、養浜個所受入れの手待ちもなく施工出来ました。  
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 養浜個所・ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬        ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ敷均し作業状況  

    

埃対策・散水状況          搬入路・監視員配置  

     

  着手前 養浜側           完成 養浜側  

5．おわりに  

 年度末の、工事であり物的手配に苦労する時期でもありましたが、工事期間中

は気象条件も良く施工中の養浜個所を著しく波に取られる事もなかったので検査

もスムーズに受ける事が出来ました。その結果 14 日間早く完成検査が受けられ

たのは良かったです。また、第 3 者及び近隣住民・各企業様よりﾀﾞﾝﾌﾟ運行中に

苦情等も無く施工出来て良かったです。 公共工事施工においては関係資料の 事

前検討を迅速に行うことと共に発注機関と受注者の協議を密にし、工事環境・工

程に十分考慮して施工することを今後の工事の課題としたいです。  


